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こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
ま

し
た
。
パ
リ
の
東
駅
か
ら
、Ｔ
Ｇ
Ｖ
で
約
１
時
間
の
所
に
、

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
有
名
な
街
、
ラ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
ラ

ン
ス
は
路
面
電
車
が
と
て
も
美
し
い
お
洒
落
な
街
で
す
。

今
回
の
訪
問
目
的
で
あ
る
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
テ
タ
ン

ジ
ェ
社
を
訪
問

し
ま
し
た
。
こ

の
メ
ゾ
ン
は
、

と
て
も
美
し
い

建
物
で
、
地
下

に
は
約
３
㎞
に

も
亘
る
カ
ー
ヴ

が
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
大
統

領
の
主
催
す
る

公
式
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
は
テ

タ
ン
ジ
ェ
社
の

シ
ャ
ン
パ
ン
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ

た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
公
式
シ
ャ
ン
パ
ン
に
、

こ
の
テ
タ
ン
ジ
ェ
社
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
１
７
３
４
年
創
業
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
テ
タ
ン
ジ
ェ
社

は
、
経
営
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
名
前
を
社
名
に
掲
げ
る
今

日
で
は
数
少
な
い
、
家
族
経
営
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
メ
ゾ

ン
で
す
。
こ
こ

の
地
下
カ
ー
ヴ

に
は
約
３
０
０

万
本
の
シ
ャ
ン

パ
ン
が
眠
っ
て

い
ま
し
た
。

　
４
世
紀
の
ガ

ロ
・
ロ
ー
マ
の

時
代
か
ら
白
亜

質
石
灰
石
が
切

り
出
さ
れ
た
後

に
で
き
た
地
下

洞
は
、
一
時
は

キ
リ
ス
ト
教
徒

が
迫
害
を
逃
れ

る
た
め
の
隠
れ

家
と
も
な
り
、

約
９
０
０
年
の

後
に
サ
ン
・
ニ

ケ
ー
ズ
修
道
院

の
地
下
礼
拝
堂

と
な
り
ま
し

た
。
13
世
紀
に

新
し
い
聖
堂
に

建
て
替
え
ら
れ

た
際
、
地
下
に

残
さ
れ
た
回
廊

は
、
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
派
の
修
道
士
達
が
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
貯
蔵
庫
と
し

て
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
テ
タ
ン
ジ
ェ
社
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
最
良
の
ク

リ
ュ
に
複
数
の
畑
を
所
有
し
、
そ
の
総
面
積
は
２
８
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
及
び
ま
す
。
そ
の
40
％
で
シ
ャ
ル
ド
ネ
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
社
畑
の
お
か
げ
で
品
質
が
安

定
し
た
、
良
質
の
ブ
ド
ウ
の
供
給
が
確
保
さ
れ
、
世
界
中

の
専
門
家
た
ち
が
賞
賛
す
る
、
優
美
で
繊
細
な
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
の
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
は
カ
ー
ヴ
内
で
最
適
な
熟
成
期
間
を
経
て
、

定
評
の
あ
る
テ
タ
ン
ジ
ェ
・
ス
タ
イ
ル
の
シ
ャ
ン
パ
ン
が

世
に
送
り
出
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
是
非
、
こ
の
テ

タ
ン
ジ
ェ
の
シ
ャ
ン
パ
ン
を
賞
味
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

読
む

葡
萄
酒
〜
そ
の
⑰
〜
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京
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博

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
テ
タ
ン
ジ
ェ

テタンジェ社のエントランス

テタンジェ社の地下カーヴ

テタンジェ社の動瓶用の棚


